
        

 

 

 

 

 

 

 

学びの質や深まりを重視した学習の展開 

① 「附属中授業改善スタンダード」による授業改善 

② 質の高い集団づくり 

③ 学びに向かう力の育成 

 

 

 

 

①全校で統一した学習規律 

・三分前着席・二分間黙想等 

②「新大分スタンダード」に基づいた，問題解決的な授業の実践 

（別紙指導案参照） 

③学級目標・学習目標を設定し，教師と生徒が協働し，より良い学習活動を創造す 

るための取組 

・６期によるマネジメントサイクル，学習委員会主催の学習目標発表会（写真上）等 

④見通しを持って学習に臨む工夫 

・単元シラバスを作成，単元導入時に配布し，単元のねらい，面白さ，生活とのかかわり，到達

目標等を事前に明示 

⑤附属小中が連携し，共感的人間関係を構築する「授業を支える『４Ｒ』」 

「４Ｒ」とは附属小中連携外国語会議の実践研究から生まれ，「Ｒ」から始まる４つの言葉を意味します。  

１ Response ······· 他の人からの問いかけに対する、何らかの無意識な反応  

２ Reaction ········ 他の人からの問いかけに対する、意識的な反応  

３ Reflection ······ 他の人の言葉や行動から、自分の言動に反映しようとする(反響)  

４ Rapport ········· お互いの信頼関係が生まれる 

 

大分大学教育学部附属中学校 

学力向上プランの概要 

効果のある取組事例 
学習目標発表会 
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第１学年社会科学習指導案(略案) 

 

生徒は社会科に対する興味・関心も高く、日ごろから意欲的に授業に取り組んでおり、基本的知識の定着は

申し分ない。しかし、思い付きで発言してしまうため、根拠を持って課題に迫ることができていない。そこで、

本時においては、歴史的な資料（史料）をもとに「考えること」に焦点を当てた。個人で考えたことを班で交

流することにより、その考えを深めることを意図した。問題解決的なアクティブラーニングを意識し、社会科

における深い学びを模索した授業展開を試みている。 

 

略案 ① 題 目 「大王の時代」 

② ねらい 古墳の分布と副葬品の資料をもとに話し合い、キーワードを考える活動を通して、大和政

権がどのような勢力だったのかを理解することができる。 

③ 展 開 

学習活動 指導 備考 〇評価 

１導入 

①古墳の副葬品の提

示 

②前時、弥生時代の復

習      3 分 

 

③課題の提示 3 分 

 

④めあての提示 

       2 分 

２個人思考→班活動 

①個人思考  7 分 

➁班活動 

〇話し合い 

発表準備  10 分 

〇発表、シェア 10 分 

 

３まとめ 10 分 

 

 

 

４振り返り 5 分 

 

○古墳の副葬品である「木製の仮面」と「馬冑」の写真を提示し、生

徒の興味・関心を高めさせる。 

 

〇中国の歴史書に記されている弥生時代の日本について復習を行う。

記録があることを印象付ける。 

 

 

 

 

 

 

〇「考えるための資料」をもとに課題について個人で考える。 

〇話し合い活動を行い、班で１つキーワードを決定させる。 

〇発表黒板に記入し、黒板に貼り、発表の準備をさせる。 

〇数班に発表させながら、分類していく。 

〇適宜意見を聞きながら、集約していく。 

 

 

 

 

〇生徒のキーワードを用いて、まとめを行う。 

〇邪馬台国の時代、大和政権、聖徳太子の時代との違いを押さえ、歴

史の大きな流れを整理させる。 

 

 

〇振り返りシートを用い、本時の振り返りをさせる。 

 

 

〇時間があれば、数人の生徒の振り返りを発表させる。 

・視覚的資料で関心

を高める。 

・４世紀の日本につ

いての歴史書がな

いことを知らせ、学

習意欲を高める。 

・スライドを活用

し、学習活動を生徒

に徹底する。 

 

○資料をもとに自

分の考えを書けて

いるか。【関】 

〇自分の意見を発

表し、話し合うこと

で、課題を追究でき

ているか。【思】 

 

 

 

 

・前後の時代と比較

することで大和政

権の理解を深める。 

 

めあて 資料を頼りに、大和政権の特徴を表す一 番のキーワード(漢
字１字～ ３字)を考え、根拠(理由)とともに書こう。 

課題 大和政権とはどのような勢力だったのだろうか？ 

この後の時代、古墳は消滅していくが、それはなぜだろうか？ 

まとめ 大和政権は、大王のもと近畿地方を中心に、九州から関東地

方までを支配する勢力であった。武力的な性格が強く、その強大な権

力の一因は鉄を支配していたからだと考えられる。 

振り返り 振り返りシートを用いて本時を振り返る。 
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板書計画 

<大王の時代> 

課題 

 

大和政権はどのような勢力だったのだろう

か？  

 

めあて 

 

資料を頼りに、大和政権の特徴を表す一番の

キーワード(漢字１字～ ３字)を考え、根拠

(理由)とともに書こう。 

 

 

大和政権とはどんな勢力だったのだろうか？ 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和政権は、大王のもと近畿地方を中心に、九州

から関東地方までを支配する勢力であった。武力

的な性格が強く、その強大な権力の一因は鉄を支

配していたからだと考えられる。 

 

発表黒板 
 

発表黒板 
 

発表黒板 発表黒板 
 

発表黒板 
 

 
 
発表黒板 
 

発表黒板 
 

 
 
発表黒板 
 

 
 
発表黒板 
 

 
 
発表黒板 
 

発表黒板 
 

大 
和 
政 
権 

この後の時代、古墳は消滅していくが、 
それはなぜだろうか？？ 

邪馬台国 呪術 近畿の一勢力 
 
大和政権 武力 鉄  

九州から近畿を支配 

 
仏教伝来 

 

 


